
叱り体験が教師のアイデンティティ形成に与える影響に関する研究 

1130511 山田 莉那 

高知工科大学マネジメント学部 

 

1. 概要 

 現在、教師のアイデンティティの形成プロセスを明らかに

することは、若手教師の育成を検討するうえで非常に重要で

あると言われており、これに関する学術研究は増加してきて

いる。既往研究においてアイデンティティ形成要因は、親、

重要な他者、幼少期の体験、先輩教師を見て習う経験、など

が挙げられている[1] [2] が、自身のアイデンティティが強く表

れると予想される叱りに関する研究はない。そこで本研究で

は、現役教師・教師 OB へのインタビュー調査から、叱り体

験が教師のアイデンティティ形成に与える影響を明らかにす

る。 

2. 背景 

 教師のアイデンティティの発展・発達プロセスを明らかに

することは、若手教師の育成を検討するうえで非常に重要で

あると言われている。このような意識のもと、過去 15 年間で

教師のアイデンティティ形成プロセスを扱った学術研究が増

加しつつある。例えば、『Handbook of Research on Teacher 

Education』という教師に関する学術研究を網羅的にレビュ

ーし、学会の流れを表しているハンドブックには新たに、「教

師のアイデンティティ形成に関するチャプター」が追加され

た。 

 既往研究では、教師のアイデンティティ形成要因には、家

族、重要な他者、幼少期の体験、先輩教師を見て習う経験、

などが挙げられている。[1] [2]しかし、教師のアイデンティテ

ィ形成要因として叱りを挙げている学術研究は見当たらない。

叱りとは、自身のアイデンティティが強く表れる場面である

と予想されるため、アイデンティティ形成のプロセスを検討

するには、叱りについても検討する必要があると考えられる。 

3. 目的 

本研究は叱りがアイデンティティ形成に与える影響を明ら

かにすることを目的とする。 

4. 研究方法 

 本研究は、初めに、教師のアイデンティティ形成に関する

既往研究から、教師のアイデンティティ形成プロセスを明ら 

 

かにするうえで重要な理論を整理した。その結果、教師とは

他者との関わりの中で、教師としての Asset（資産）を形成・

深化していること、また、時には Asset（資産）が行ったり

来たりを繰り返しながら形成・深化されていることが分かっ

た。教師は形成された Asset（資産）によって自身と他者と

の違いを認識しており、この認識のことをアイデンティティ

と定義した。Asset（資産）形成・深化のプロセスを表したも

のが図 4-1 である。 
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次に、現役教師と教師にライフヒストリー法を用いてインタ

ビュー調査を実施した。ライフヒストリー法とは個人が過去

の生活や一生について話した記録をもとに、何かを明らにす

る手法である。教師のアイデンティティは教師になった後、

長期的に形成されること、叱り体験には叱られた体験が影響

を与えていると考えられるため幼少期・学生期の体験を調査

する必要があることから、本研究にはライフヒストリー法が

有効であると言える。 

 最後に、調査結果から教師の Asset（資産）の形成・深化

のプロセスを図形により整理し、叱りが教師のアイデンティ

ティ形成に与える影響について検討した。 

図 4-1 Asset 形成・深化の図 



5. 結果 

幼少期～現在までの出来事、特に叱りに焦点を当て、現役

教師（4 名）、教師 OB（3 名）にインタビュー調査を実施し

た。調査を重ねていくなかで、叱った経験がなかった教師に

ついては調査を終了し、叱った経験が豊富にあった教師につ

いてはインタビュー調査を数回にわたって実施した。 

5.1. Asset（資産）の分類と人的資産の発見 

 教師のアイデンティティ形成プロセスを検討するうえで

重要な Asset（資産）を、インタビュー調査で収集した事例

から、信念、学級マネジメント能力、教授能力、専門能力、

組織マネジメント能力、人的資産の 6 つに分類した。人的資

産に関しては既往研究では取り上げられておらず、本研究で

発見した新しいカテゴリーである。 

上側に形成された Asset（資産）、下側に収集した事例の対

象人物を取り、どの事例が Asset 形成に影響を与えているか

を図化した。（図 5-1） 
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5.2. 叱りが Asset に与える影響 

 図の 5-1で表した Asset のうち、特に叱りに影響を与えて

いると考えられる信念について分析した。教師の叱り体験が

信念の形成プロセスに与える影響を図で表し、叱りにだけ見

られる特徴を発見した。（図 5-2） 

 

叱り

生徒の反応から
気持ちが伝わった

ことを知る

信念の正しさの
確認

類似事例発生時
に常に回顧

自分の間違いに
気付く

末永い記憶になる

大きな心理的
ショックを受ける

感謝の気持ちが芽
生える

教師への長期的
信頼が生まれる

永続的な
信念の深化

成功した場合

大きなリスクが

あることを覚悟して
行っただけに
一層大きな喜び

生徒への影響 教師への影響

 

失敗した場合
叱り

大きな心理的
ショック

教師の考えが
理解できず、
納得がいかない

教師との長期的
不協和音

何がいけなかったのか
長期的に繰り返し

考える

永続的な
信念・能力の深化

類似事例発生時
に様々な叱り方法
を模索し続ける

リスクは覚悟して
いたが、生徒の反
応から大きな心理
的ショックを受ける

生徒への影響

教師への影響

 

 

 

また、叱りが成功した場合と失敗した場合では、プロセス

や、教師が受ける衝撃が違うことも分かった。 

5.3. 叱り以外の事例との違い 

 叱り以外の事例も信念を形成しているが、叱りが信念を形

成するときに見られた特徴はなく、この特徴は叱りにのみ存

在することが確かめられた。 
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図 5-1 事例分類の図 

図 5-2 叱りが Asset に与える影響の図 


